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周 産 期 中 乳 用 牛 の 消 化 管 ホ ル モ ン （ G L P - 1 、 グ レ リ

ン 、 I G F - 1 ） 分 泌 動 態 と 養 分 摂 取 状 況 と の 関 係 を 中 心

に 検 討 し た 。 調 査 は 乳 牛 1 6 頭 を 供 試 し 、 分 娩 予 定 3

週 前 か ら 分 娩 後 9 週 ま で の 間 、高 T D N 飼 料 給 与 区（ H

区 ） と 低 T D N 飼 料 給 与 区 （ L 区 ） に 均 等 に 配 置 し 行

っ た 。各 ホ ル モ ン 濃 度 は 給 餌 の 3 0 分 前 と 2 時 間 後 に

採 血 し 、 時 間 分 解 蛍 光 免 疫 測 定 法 で 測 定 し た 。 そ の

結 果 、 G L P - 1 は 分 娩 前 か ら 減 少 し て 分 娩 前 後 で 基 底

値 を と り 両 区 と も 差 が 見 ら れ ず 、 そ の 後 は H 区 が L

区 に 比 べ て 急 激 に 上 昇 し た 。 グ レ リ ン は 採 食 後 に 比

べ 採 食 前 で 高 い 値 を 示 し 、 分 娩 時 に は 両 処 理 区 と も

に 緩 や か に 減 少 し た 。 ま た 期 間 を 通 し て H 区 が L 区

よ り も 低 い 傾 向 に あ っ た 。 I G F - 1 は 分 娩 前 に 急 激 に

減 少 し 、 期 間 を 通 じ て H 区 が 高 値 で 推 移 し た 。 こ の

こ と よ り 、 消 化 管 ホ ル モ ン 分 泌 は 、 分 娩 後 で は T D N

の 摂 取 状 況 に 影 響 さ れ て い た が 、 分 娩 前 か ら 分 娩 時

に か け て 一 部 栄 養 状 態 を 反 映 し な い 傾 向 が 見 ら れ た 。 

 


